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第 4 1 7 号

に
迎
え
入
れ
、
た
く
さ
ん
の
ご

ち
そ
う
で
も
て
な
し
、
二
月
五

日
の
田
の
神
送
り
の
日
ま
で
、

家
に
滞
在
し
て
も
ら
う
と
い
う

の
が
「
ア
エ
ノ
コ
ト
」
と
い
う

行
事
で
す
が
、
こ
の
滞
在
期
間

が
正
月
と
も
言
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
田
の
神
は
、

年
神
と
言
い
換
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
つ
ま
り
十
二
月
五
日

に
来
訪
す
る
田
の
神
が
、
十
二

月
の
大
晦
日
に
や
っ
て
来
る
の

が
「
年
神
」
と
い
う
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
「
年
神
」
は

ほ
ぼ
半
月
間
家
々
に
滞
在
し
、

「
小
正
月
」
と
呼
ば
れ
る
一
月

十
五
日
の
朝
に
、
松
飾
り
を
焼

く
ト
ン
ド
の
煙
に
乗
っ
て
神
の

国
へ
と
帰
っ
て
行
く
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
村
と
都
市
の
年
中
行

事
に
も
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
ず
村
の
年
中
行
事
を
み
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
は
長
い
間
、
稲
作
を
中

心
と
し
た
農
業
社
会
で
し
た
。

そ
の
為
、
農
村
の
年
中
行
事
も

自
然
の
リ
ズ
ム
に
対
応
し
た
稲

作
農
耕
の
プ
ロ
セ
ス
を
ふ
ま
え

て
作
ら
れ
た
も
の
が
多
い
様
で

す
。

　

正
月
に
は
、
一
年
間
の
予
祝

い
て
節
目
節
目
に
は
必
ず
と
い

っ
て
良
い
程
『
御
祭
』
が
あ
り

ま
す
。

　

私
た
ち
の
先
祖
は
、
太
陽
の

運
行
の
リ
ズ
ム
や
月
の
運
行
の

リ
ズ
ム
、
自
然
の
変
化
の
リ
ズ

ム
な
ど
か
ら
、
一
年
を
十
二
の

月
に
区
分
し
た
り
、
春
夏
秋
冬

の
四
つ
の
季
節
に
区
分
し
た
り

し
て
、
そ
の
節
目
に
年
中
行
事

と
し
て
様
々
な
行
事
、
御
祭
を

行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

正
月
行
事
の
基
本
は
「
年

神
」
と
呼
ば
れ
る
神
格
を
家
々

で
迎
え
祀
る
事
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
神
の
性
格
は
複
雑
で
す

が
、
農
耕
を
行
な
う
人
び
と
の

間
で
は
、
農
耕
神
と
し
て
の
性

格
を
も
っ
て
い
る
事
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
よ
く
物
語
っ
て

い
る
の
が
、
能
登
半
島
に
み
ら

れ
る
「
ア
エ
ノ
コ
ト
」
行
事
で

す
。
十
一
月
（
現
在
で
は
十
二

月
）
五
日
に
、
家
の
当
主
が
稲

を
刈
り
取
っ
た
あ
と
の
田
に
出

か
け
て
、「
田
の
神
様
」
を
家

を
す
る
為
の
鍬
入
れ
や
田
植
の

模
倣
を
し
た
り
、
農
作
を
模
倣

し
た
稲
穂
や
粟
穂
の
模
型
を
作

っ
て
飾
っ
た
り
す
る
様
々
な
行

事
も
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
都
市
の
年
中
行
事
を
み

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

正
月
元
旦
の
習
俗
は
農
村
と

大
差
は
な
い
様
で
す
。

　

門
松
を
立
て
た
り
注
連
飾
り

を
し
た
り
、
餅
を
供
え
た
り
し

て
年
神
を
迎
え
、
雑
煮
を
食
べ

て
新
年
を
祝
い
ま
す
。

　

六
日
の
夜
に
は
「
六
日
年
越

し
」
と
い
っ
て
、
門
松
を
取
り

は
ず
す
、「
松
納
め
」
が
現
在

で
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

昔
は
農
村
と
同
じ
く
十
四
日
に

行
な
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

翌
七
日
に
は
「
七
草
粥
」
を

作
っ
て
食
べ
、
十
五
日
に
は

「
十
五
正
月
」
と
い
っ
て
、
あ

ず
き
粥
を
作
っ
て
祝
う
習
慣
が

一
部
で
は
残
っ
て
い
ま
す
。

　

元
旦
と
は
、
も
と
も
と
一
年

の
始
ま
り
と
し
て
正
月
の
満
月

の
夜
、
年
神
を
迎
え
て
旧
年
の

豊
作
と
平
穏
を
感
謝
し
、
併
せ

て
今
年
の
豊
穰
と
平
和
を
祈
年

す
る
日
で
し
た
。
こ
れ
は
旧
暦

の
正
月
十
五
日
で
し
た
が
、
明

治
六
年
か
ら
は
新
暦
一
月
一
日

を
祝
う
様
に
な
っ
て
現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。
元
の
一
月
十
五

日
も
「
小
正
月
」
と
し
て
、
今

も
祝
い
事
を
催
し
て
い
る
地
方

は
多
く
、
各
地
で
地
方
色
豊
か

な
行
事
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。「
明
け
ま
し
て
お
目
出
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
の
は

人
間
に
対
し
て
い
う
挨
拶
だ
け

で
は
な
く
、
新
し
い
年
に
迎
え

ら
れ
た
年
神
さ
ま
を
讃
え
る
言

葉
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。
そ
し

て
そ
の
年
に
年
神
さ
ま
が
宿
る

方
向
は
縁
起
の
よ
い
方
向
だ
と

さ
れ
て
い
て
、
そ
の
方
角
を

「
恵
方
」
と
い
い
ま
す
。

　

初
詣
も
そ
も
そ
も
「
恵
方
参

り
」
に
由
来
し
、
そ
の
年
の
恵

方
に
当
た
る
神
仏
に
参
詣
し
て

来
た
る
年
の
豊
穰
と
家
内
安
全

を
祈
願
す
る
も
の
で
し
た
。

　

現
在
で
は
恵
方
の
感
覚
は
な

く
な
り
、
単
に
有
名
神
社
に
参

詣
す
る
の
が
恒
例
に
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

し
か
し
、
皆
様
は
初
詣
す
る

大
神
様
が
向
ヶ
丘
の
地
と
南
箱

根
の
地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で

す
か
ら
、
す
く
な
く
と
も
三
箇

日
の
御
扉
が
開
い
て
い
る
う
ち

に
万
障
繰
り
合
わ
せ
て
お
ま
い

り
下
さ
い
ま
せ
。

参
考
文
献

「
日
本
の
行
事
」
大
洋
出
版
社

　

正
月
は
、
年
中
行
事
が
集
中

し
て
行
な
わ
れ
る
時
で
す
。
正

月
を
意
識
し
た
行
事
が
い
つ
か

ら
始
ま
り
、
い
つ
頃
に
終
わ
る

か
は
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
日
本
人
の
文
化
に
お出 雲 の 神 迎 神 事

お

正

月

お

正

月

お

正

月

お

正

月

お

正

月
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日立チェーンストール
ソ ニ ー 製 品 取 扱 店

本　社　東京都台東区浅草1丁目34番9号
　　　　〒111  TEL.03−3861−1311（代）
営業所　大阪，名古屋，仙台，福岡
http://www.abura-ya.com/
http://www.abura-ya.com/realshop/realshop.html

らーめんはうす
川崎市多摩区登戸 3142　TEL044 − 911 − 8351

“おいしいラーメンの店”
ラーメン・ギョーザ・シューマイ・定食各種

ボリューム満点

ご商談、ご宴会、
各種会合に
ご利用下さい。

●
御
歳
暮
受
付
中

　

謝
恩
特
価
に
て
全
国
宅
配
無
料

　

産
地
直
送
品
を
始
め
約
八
〇
〇
点
。

　

そ
の
他
、
各
種
贈
答
品
承
り
ま
す
。

　

多
少
に
拘
ら
ず
お
気
軽
に
ご
用
命
下

さ
い
。（
一
個
で
も
注
文
Ｏ
Ｋ
）

●
多
良
間
島
産
の
黒
糖

　
販
売
開
始

　

さ
と
う
き
び
か
ら
作
ら
れ
た
本
物
の

黒
糖
で
す
。

　

是
非
、
お
求
め
下
さ
い
。

●
宮
城
県
産
、
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
御
奉
納

米
と
し
て
承
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
宅
用
と
し
て
も
、
名
水 

の
逸
品
の
キ
ヌ
ヒ
カ
リ
を
お
召
し
上

が
り
く
だ
さ
い
。

　

発
送
も
致
し
て
お
り
ま
す
。

●
新
製
品
続
々
登
場

　

※
詳
し
く
は
、
お
店
に
て
。

●
他
に
も
多
数
商
品
ご
ざ
い
ま
す

お
問
い
合
わ
せ
、
資
料
請
求
は
、

○
四
四
（
九
七
六
）
二
八
八
二
ま
で

末
広
会
コ
ー
ナ
ー

☆
カ
レ
ン
ダ
ー

　
　
　
　
限
定
50
部
‼

　

９
０
０
円
で

　

販
売
予
定

〇
四
四（
九
七
六
）二
八
八
二

佐
藤
ま
で

緊
急
告
知

　

皆
様
方
か
ら
毎
年
頂
い
て
お

り
ま
す
年
会
費
及
び
管
理
料
が

未
納
の
方
が
お
り
ま
し
た
ら
、

お
参
り
の
際
、
社
務
所
ま
で
お

申
し
出
下
さ
い
。

　

ま
た
、
郵
便
局
へ
の
振
込
も

ご
利
用
下
い
ま
せ
。

○
年
会
費　
（
月
間
五
百
円
）

 
 

年
間
六
千
円

○
祖
霊
社
祖
霊
壇
の
管
理
科

 
 

年
間
五
千
円

○
出
雲
祖
霊
廟
の
管
理
料

 
 

年
間
五
千
円

口
座
番
号
は
、
左
記
の
通
り

〇
〇
二
九
〇
︱
七
︱
二
三
八
一
二

＊ 
お
手
数
で
す
が
、
通
信
欄
に

年
会
費
・
管
理
料
の
区
別
を

名
記
し
て
下
さ
い
。

社
務
所
か
ら
の
お
願
い

 ☆ 3 の日（3 日・13 日・23 日）
 　9：30 〜 11：30（午前の部）
 　13：00 〜 15：30（午後の部）
 ☆ 8 の日（8 日・18 日・28 日）
 　9：30 〜 11：30（午前の部のみ）

午後 1時より月並祭（時間厳守）

	 ※ご予約は、当日の午前 10時までにお電話下さい。
	 　お電話がありませんと、お待ち頂く場合がございます。

044−976−0708

御伺日の予約について

十
日
戎

え
び
す

　

十
日
戎
え
び
す

は
、「
商
売
繁
盛
、

笹
持
っ
て
来
い
」
の
掛
け
声
も

勇
ま
し
い
商
人
の
初
詣
で
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

一
月
九
日
が
宵
よ
い
え
び
す戎
、
十
日
が

初は
つ
え
び
す

戎
、
十
一
日
が
残
り
戎
え
び
す

で
、

三
日
間
に
何
百
万
と
い
う
人
々

が
、
一
年
の
福
を
求
め
て
押
し

寄
せ
ま
す
。

　

縁
起
物
は
、
ご
存
じ
の
福
笹

で
す
。
恵え

び

す
比
寿
様
の
釣
り
竿
を

模
し
た
笹
に
お
め
で
た
い
品
々

を
付
け
て
も
ら
う
の
で
す
。

　

恵
比
寿
信
仰
に
は
と
て
も
根

深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

れ
も
恵
比
寿
様
が
さ
さ
や
か
で

現
実
的
な
お
願
い
を
聞
い
て
下

さ
る
か
ら
で
す
。

　

色
々
な
説
が
あ
り
ま
す
が
、

恵
比
寿
は
イ
ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ

ミ
の
神
の
第
一
子
、
蛭ひ
る

子こ

神
で

海
に
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
後
、

西
の
宮
の
武
庫
の
浦
に
漂
着
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

異
郷
か
ら
幸
を
も
た
ら
す
神

と
し
て
、
も
と
も
と
大
阪
で
の

信
仰
が
篤
く
、
や
が
て
漁
業
・

農
業
・
商
業
の
守
護
神
と
な
り

崇
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

十
日
戎
は
関
西
以
西
の
お
祭

で
、
有
名
な
の
は
宝ほ

恵え

篭か
ご

行
列

で
も
知
ら
れ
る
大
阪
の
今
宮
戎

神
社
で
す
。

　

大
阪
に
は
、
家
々
の
恵
比
寿

様
に
五
色
の
幣
と
里
芋
・
大
根

を
供
え
る
風
習
も
あ
り
ま
す
が

男
性
が
こ
れ
ら
を
食
べ
る
と
物

忘
れ
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
ご
用
心
を
。

　

他
に
は
、
恵
比
寿
様
を
祀ま
つ

る

神
社
の
総
本
山
、
通
称
「
え
べ

っ
さ
ん
」
の
西
宮
神
社
、「
旅

戎
祭
」
と
称
す
る
京
都
の
建
仁

寺
の
恵
比
寿
神
社
、
そ
し
て
福

岡
の
恵
比
寿
神
社
も
人
気
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
神
様
に
は
、
何
度
も
何

度
も
心
を
こ
め
て
お
願
い
す
る

の
が
流
儀
で
す
。

　

耳
が
遠
く
、
し
か
も
忘
れ
っ

ぽ
い
性
格
？
と
い
う
の
が
、
そ

の
理
由
で
す
。

　

福
笹
は
神
棚
に
供
え
、
毎
年

新
し
い
も
の
に
取
り
替
え
る
の

が
常
識
で
す
。

　

恵
比
寿
様
は
狩か

り
ぎ
ぬ衣

姿
で
釣
り

を
し
た
り
、
鯛
を
一
匹
抱
え
た

り
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
暴

利
を
貪
ら
ぬ
清
廉
の
心
を
表
わ

し
て
い
る
の
で
す
。

　

願
を
か
け
た
ら
地
道
に
正
道

を
踏
ん
だ
商
売
を
、
常
に
恵
比

寿
顔
で
す
れ
ば
、
繁
盛
は
約
束

さ
れ
た
様
な
も
の
で
す
。
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御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

関西支部 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

お花見会（予定） 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片づけ 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

分教会奉仕日 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

分教会 
伊豆支部 

御伺日月並祭13：00 
　  9：30～11：30 
祖霊廟祖霊社祭14：00

元旦祭　A.M.6：20 
正式参拝11：00/14：00　 

みたま祭 
　　10：00～15：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

春季例大祭 12：00 
閉扉祭　　 15：00

大祓祭　　　14：00

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日9：30～15：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

 

総代会　　 16：00
年祭　 　　12：00

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

春季祖霊大祭 14：00 

 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

年祭　　　 12：00 
総代会　　 16：00

年祭　　　 12：00 
総代会　　 16：00

節分祭　　 12：00 
（御伺なし） 

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

10

年祭　 　　12：00

年祭　　　 12：00
総代会　　 16：00

22

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

年祭　　　 12：00 
総代会　　 16：00

成人式 

準備 

閉扉祭　　 17：00
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7 月  8 月  9 月  10 月  11 月  12 月  
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土 
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火 
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木 

金 

土 

日 

月 

火 
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木 

金 

土 

日 

月 

火 
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木 

金 

土 

日 

月 

火 
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木 

金 
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1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

28 

29 

30 
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日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

土 

日 

月 

火 

水 

木 

金 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

分宮詣り 

分宮詣り 

分宮詣り 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

水子冥福祭 14：00 

 

 

 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

年祭　　　 12：00 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

分教会大祭 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

 

分教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

分教会 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

片づけ 

 

 

 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神迎祭 

神迎祭 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

分教会 

分教会 

御伺日9：30～15：30 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

御伺日9：30～15：30 

 

 

分教会 

分教会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お焚き上げ 

除夜祭 

分教会 
伊豆支部 

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

みたま祭 
　　10：00～15：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

総代会　　 17：00
年祭　　　 12：00

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00

餅つき　　　9：00 
大祓祭　　  14：00 

 

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
　9：30～11：30

御伺日月並祭13：00 
御伺11：00まで 

合同慰霊祭　14：00

総代会　　 16：00
年祭　　　 12：00

総代会　　 16：00

年祭　　　 12：00

年祭　　　 12：00 
総代会　　 16：00

御伺日9：30～11：00 
秋季祖霊大祭14：00 
懇親会　　　16：00

お札取替開始 
　　　　15日～29日 
分教会 

御伺日9：30～15：30 
 

22 10

御伺日 9：30～15：30 
七五三詣り 

秋季例大祭 12：00 
閉扉祭　　 15：00

年祭　　　 12：00 
 総代会　　 16：00

準備 
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●
心
友
会
だ
よ
り
布
教
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

心
友
会
だ
よ
り
を
年
間
千
八
百
円

（
一
部
に
つ
き
）
で
お
わ
け
し
ま
す
。

　

親
戚
の
方
や
、
知
人
の
方
に
お
渡

し
く
だ
さ
い
。

　

こ
ち
ら
か
ら
直
接
郵
送
も
可
能
で
す
。

　
（
郵
送
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。）

●
会
長
先
生
の
ご
著
書
ご
ざ
い
ま
す

　
会
長
先
生
の
ご
著
書
、「
日
本
の
心

神
道
入
門
」（
再
版
）、「
霊
の
め
ぐ

み
霊
の
さ
わ
り
」、「
神
霊
の
奇
跡
」、

「
神
の
こ
こ
ろ
・
霊
の
め
ぐ
み
」、

　

全
て
、
末
広
会
に
て
販
売
し
て
お

り
ま
す
。

　

在
庫
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
求
め
下
さ
い
。

ご
不
明
な
点
等
、ご
ざ
い
ま
し
た
ら

　
○
四
四
（
九
七
六
）
○
七
○
八

佐
藤
ま
で

心
友
会
コ
ー
ナ
ー

　

今
年
も
十
二
月
十
五
日（
火
）

よ
り
、
お
焚
き
上
げ
を
受
付
け

ま
す
。
昨
年
同
様
、
外
の
テ
ン
ト

に
分
類
用
の
段
ボ
ー
ル
を
置
い

て
お
き
ま
す
の
で
所
定
の
場
所

に
正
し
く
お
入
れ
下
さ
い
ま
せ
。

　

尚
、
必
ず
、
御
神
酒
を
添
え

て
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
せ
。

☆ 

平
成
二
十
一
年
の
年
末
に
お

焚
き
上
げ
す
る
も
の

○
出
雲
大
社
御
玉
串

○
注し

連め

縄な
わ

○
肌
守
り
・
車
の
お
守
り

○
開
運
厄
除
け
お
守
り

○
縁
結
び
の
お
守
り

○
縁
結
び
の
糸
（
未
使
用
分
）

○
獅
子
頭
・
破
魔
矢
の
矢

○ 

夏
の
分
宮
詣
り
の
御
札

　
（
代
参
含
む
）

○
春
季
・
秋
季
例
大
祭
の
御
札

○ 

春
季
祖
霊
大
祭
の
御
霊
璽

（
秋
に
忘
れ
た
方
）

○ 

去
年
受
け
た
神
迎
祭
の
御
札

及
び
御
幣
（
代
参
含
む
）

○ 

今
年
の
神
迎
祭
（
十
一
月
二

十
六
日
）
前
に
行
っ
た
諸
祈

願
の
木
札
（
初
宮
参
り
・
成

人
式
・
病
気
平
癒
祈
願
な
ど

但
し
、
厄
除
祈
願
は
含
み
ま

せ
ん
）

○ 

そ
の
他
、
神
社
・
仏
閣
で
受

　

お
正
月
を
迎
え
る
に
当
た
っ

て
皆
様
の
ご
家
庭
で
も
大
掃
除

を
さ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

自
分
の
家
の
大
掃
除
を
す
る

の
で
す
か
ら
当
然
、
神
棚
も
大

掃
除
さ
せ
て
頂
く
訳
で
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
手
と
口
を
水

（
水
道
の
水
で
結
構
で
す
。）
で

清
め
て
か
ら
御
神
前
に
向
か

い
、
祓
詞
を
奏
上
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
心
の
中
で
こ
れ
か

ら
掃
除
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
を

お
こ
と
わ
り
し
て
か
ら
、
お
社
や
し
ろ

か
ら
御
神
体
（
大
国
様
）
を
お

出
し
し
、
決
し
て
粗
末
に
な
ら

ぬ
様
、
な
る
べ
く
高
い
所
に
安

置
し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
準
備
が
出

来
ま
し
た
ら
、
神
様
用
の
ふ
き

ん
を
新
し
く
用
意
し
、
神
棚
や

お
社
な
ど
を
念
入
り
に
か●

ら●

拭●

き●

し
て
下
さ
い
。
金
属
の
部
分

は
、
ピ
カ
ー
ル
（
金
属
磨
き
・

市
販
の
物
）
な
ど
で
拭
く
と
汚

れ
が
落
ち
ま
す
。
お
ロ
ー
ソ
ク

立
て
も
同
様
に
磨
い
て
下
さ

い
。
平
子
（
御
神
酒
用
）
と
水

玉
、
そ
し
て
皿
な
ど
も
、
一
年

の
汚
れ
を
念
入
り
に
落
と
し
て

下
さ
い
。
特
に
水
玉
は
、
水
ア

カ
が
付
き
や
す
い
の
で
、
き
れ

い
に
す
る
様
、
心
が
け
て
下
さ

い
。
こ
こ
ま
で
掃
除
が
す
み
ま

し
た
ら
、
御
神
体
の
ほ
こ
り
を

別
の
新
し
い
白
い
綿
な
ど
の
布

で
拭
い
て
、
元
通
り
お
社
の
中

に
お
入
れ
し
て
下
さ
い
。

　

よ
く
米
と
塩
の
位
置
が
逆
に

な
っ
て
い
る
家
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
下
さ
い
。（
向
か

っ
て
左
側
が
米
で
す
。）
そ
れ

と
千ち

木ぎ

と
い
う
木
が
、
お
社
の

上
に
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
つ
け

な
い
様
に
し
て
下
さ
い
。
出
雲

の
お
社
の
場
合
は
、
写
真
①
の

方
が
正
し
い
千ち

木ぎ

（
男
の
神
様
）

で
写
真
②
の
方
は
、
女
の
神
様

の
場
合
で
す
。
こ
の
様
に
千
木

に
よ
っ
て
も
区
別
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
合
わ
せ
て
覚
え
て

お
い
て
下
さ
い
。
ま
た
、
掃
除

の
時
、
注し

連め

縄な
わ

を
は
ず
さ
れ
る

と
思
い
ま
す
が
、
他
の
神
様
と

は
異
な
り
、
大
国
主
大
神
の
場

合
は
、
左
側
が
太
く
な
り
ま
す
。

神
棚
の
大
掃
除

け
た
御
札
や
御
守
り
な
ど
。

☆ 

平
成
ニ
十
二
年
の
節
分
に
お

焚
き
上
げ
す
る
も
の

○ 

今
年
の
干え

支と

（
丑う
し

）の
厄
除
祈

願
の
木
札

○ 

正
月
の
お
飾
り
（
注
連
縄
は

焚
き
上
げ
ま
せ
ん
。）

○ 

そ
の
他
、
暮
れ
に
お
焚
き
上

げ
を
忘
れ
た
御
札
や
御
守
り

な
ど

同
じ
厄
除
祈
願
で
も
（
前
厄
・

本
厄
・
後
厄
）
の
御
札
は
、
誕

生
日
過
ぎ
に
厄
除
の
祓
い
を
お

受
け
に
な
る
時
、
お
持
ち
下
さ

い
ま
せ
。
破
魔
矢
の
絵
馬
は
十

二
支
揃
う
ま
で
お
焚
き
上
げ
致

し
ま
せ
ん
。

お
焚
き
上
げ
す
る
も
の

写真①
（男神様）

写真②
（女神様）

メールをお持ちの方は、アドレスの登録を行いたいと思い

ますので、下記の心友会のメールアドレスに件名「登録」にて

住所・氏名・電話番号を送信お願い申し上げます。

心友会の URL は www.shinyukai.or.jp
izumo@shinyukai.or.jp	 です。

また、ホームページ等へのご意見ご感想もお送り下さい。

心友会ホームページのお知らせ

　

編
集
部
で
は
、
皆
様
か
ら
の

原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

行
事
に
参
列
さ
れ
た
感
想
文

不
思
議
な
霊
体
験
、身
近
に
起
こ

っ
た
感
激
の
出
来
事
な
ど
、そ
の

他
、
御
意
見
・
御
感
想
な
ど
、ど

ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

　

ま
た
、
詩
や
短
歌
、
俳
句
な

ど
も
お
送
り
下
さ
い
。

　

皆
様
か
ら
の
お
便
り
を
心
よ

り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
力
で
、
心
友
会
だ
よ

り
の
紙
面
を
楽
し
く
、
内
容
を

豊
富
に
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。

　

是
非
、
御
協
力
下
さ
い
。

原
稿
募
集
中
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☆
心
友
会
だ
よ
り
、
十
一
月
号

は
都
合
に
よ
り
休
刊
し
ま
し

た
事
、
お
詫
び
致
し
ま
す
。

☆
尚
、
平
成
二
十
二
年
よ
り
、

奇
数
月
の
発
行
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ

い
ま
せ
。

☆
さ
て
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
が
、
大
神
様

の
お
手
振
り
で
、
来
年
が
、

よ
り
良
い
年
と
な
り
ま
す
様

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ハ
ガ
キ
で
ご
案
内
さ
せ
て
頂

き
ま
す
の
で
、
必
ず
出
欠
の
お

電
話
を
下
さ
い
ま
せ
。

　

ま
た
、
祀
込
れ
た
月
に
都
合

が
つ
か
ず
、
今
月
出
席
を
希
望

さ
れ
る
方
も
同
様
に
直な
お
ら
い会
（
昼

食
）
の
都
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
人
数
を
ご
連
絡
下
さ
い
ま

せ
。
直
会
ま
で
が
御
祭
で
す
。

　

尚
、
御
神
体
（
大
国
様
）
と

清
掛
を
お
忘
れ
な
く
お
持
ち
下

さ
い
。

十
二
月
二
十
日
（
日
）

年
祭
（
感
謝
祭
） 

正
午

　

そ
の
月
に
祀
込
れ
た
方
々

が
、
そ
れ
ま
で
の
一
年
間
、
大

神
様
に
御
加
護
し
て
頂
い
た
事

に
対
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
御

祭
で
す
。

　

月
並
祭
と
同
様
、
こ
の
年
祭

も
自
分
の
御ご

利り

益や
く

で
は
な
く
、

純
粋
に
感
謝
の
気
持
ち
を
大
神

様
に
御
奉
告
申
し
上
げ
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。

十
二
月
の
行
事
予
定

十
二
月

十
八
日
㈮

二
十
日
㈰

二
十
七
日
㈰

三
十
日
㈬

三
十
一
日
㈭

合
同
慰
霊
祭	

二
時

年
祭 

正
午

餅
つ
き	

九
時

大
祓
祭	

二
時

お
た
き
あ
げ

除
夜
祭

｝

　

信
者
さ
ん
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
を
年
一
回
、
合
同
で
御
供

養
さ
せ
て
頂
く
霊
祭
で
す
。

　

一
時
か
ら
の
月
並
祭
が
終
わ

り
次
第
、
祖
霊
社
に
て
仕
え
さ

せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、
御
遺
族

の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
有
志
の

方
々
も
是
非
ご
参
列
下
さ
い
ま

せ
。

　

尚
、
当
日
も
御
伺
い
を
さ
せ

て
頂
き
ま
す
が
、
受
付
は
午
前

十
一
時
厳
守
と
致
し
ま
す
の
で

御
了
承
下
さ
い
。

　

ま
た
、
合
同
慰
霊
祭
の
後
、

御
遺
族
の
方
々
に
よ
る
直
会
が

ご
ざ
い
ま
す
。

十
二
月
十
八
日（
金
）

合
同
慰
霊
祭�

二
時

　

日
常
生
活
の
中
で
、
私
た
ち

人
間
は
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
言
葉
に
よ
っ
て
人
を
傷
つ

け
て
い
る
も
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
言
葉
な
ど
の
罪
や

穢
れ
を
、
自
分
の
言こ

と

霊だ
ま

（
自
分
の

発
し
た
言
葉
＝
音お
ん

霊れ
い

）
に
よ
っ
て

浄
化
し
、
更
に
は
自
分
自
身
を

切き
り

麻ぬ
さ

に
よ
り
祓
い
清
め
ま
す
。

　

封
書
を
お
送
り
致
し
ま
し
た

の
で
代
参
の
方
の
み
御
初
穂
を

振
込
の
上
、
人
形
を
二
十
日
ま

で
に
お
送
り
下
さ
い
。（
必
着
）

　

尚
、
祝
詞
本
を
お
忘
れ
な
く

お
持
ち
下
さ
い
。

　

ま
た
当
日
の
午
前
九
時
よ
り

有
志
に
よ
る
『
餅
つ
き
』
が
ご

ざ
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

下
さ
い
ま
せ
。

十
二
月
二
十
七
日（
日
）

大
祓
祭�

二
時

引
越
し
を
さ
れ
た
ら
、す
み
や

か
に
心
友
会
へ
新
し
い
住
所
を

お
知
ら
せ
し
て
頂
く
の
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、荷
物
整
理
を
さ
れ

て
、あ
る
程
度
家
の
中
が
お
ち
つ

い
た
ら
、大
神
様
の
引
越
し
の
報

告
祭
で
あ
る『
御
遷
座
祭
』を
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
際
、用
意
す
る
物
は
、御

初
穂
、
御
神
体
（
大
国
様
）、御

神し
ん
ぜ
ん饌（

鯛
一
匹
、野
菜
七
種
類
、赤 

飯
）
で
す
。（
御
神
饌
は
、
末
広 

会
で
も
用
意
出
来
ま
す
。
御
希

望
の
方
は
お
申
し
込
み
下
さ

い
。）あ

ら
か
じ
め
日
程
を
お
と
り

致
し
ま
す
の
で
、社
務
所
ま
で
お

電
話
下
さ
い
ま
せ
。

御ご

遷せ
ん

座ざ

祭さ
い

に
つ
い
て

お
行
明
け
の
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　

信
者
の
皆
様
（
特
に
地
方
の

方
々
）
か
ら
お
送
り
頂
い
て
お

り
ま
す
、
御
祈
願
・
御
供
養
等

の
お
行
明
け
に
つ
き
ま
し
て
は

郵
送
後
十
日
以
内
の
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
午
前
九
時
ま
で
と

午
後
五
時
三
十
分
か
ら
午
後
六

時
ま
で
に
電
話
に
て
お
行
が
通

っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し

て
下
さ
い
。

　

尚
、
お
ろ
う
（
ロ
ー
ソ
ク
）

の
御
伺
い
に
つ
き
ま
し
て
も
、

御
霊
示
（
御
注
意
）
が
出
ま
す

の
で
、
な
る
べ
く
早
く
お
電
話

下
さ
い
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
前
記

の
期
間
・
時
間
内
に
必
ず
、
お

電
話
下
さ
い
ま
せ
。

　

い
つ
も
心
友
会
だ
よ
り
を
ご

愛
読
頂
き
ま
し
て
、
誠
に
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
心
友
会

だ
よ
り
は
、
皆
様
方
の
会
報
と

し
て
発
行
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
が
、
移
転
な
ど
に
よ
っ
て

戻
っ
て
き
て
し
ま
う
も
の
も
あ

り
ま
す
の
で
、
移
転
な
ど
に
よ

っ
て
住
所
が
変
わ
っ
た
方
は
、

社
務
所
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
ま

す
様
、
お
願
い
し
ま
す
。

お
願
い

み
た
ま
祭
だ
よ
り

　

十
月

　

片
岡
家　

今
村
家　

松
井
家

　

土
屋
家　

小
野
家　

廣
中
家

　

高
田
家　

若
林
家　

篠
原
家

　

十
一
月

　

向
井
家　

中
村
家　

若
林
家

　

会
田
家　

小
野
家

　

以
上
の
家
々
の
御
供
養
を
、

　

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

☆ 

十
二
月
三
十
一
日（
木
）

　

除
夜
祭

 

☆ 

一
月
一
日（
金
）

 

元
旦
祭　

午
前
六
時
二
十
分

☆ 

一
月
一
日（
金
）〜
三
日（
日
）

 

正
式
参
拝 

十
一
時
・
二
時

☆ 

一
月
三
日
（
日
）

　

閉
扉
祭 

午
後
五
時

（
分
教
会
は
午
前
十
一
時
）

年
末
年
始
の
予
定
に
つ
い
て

※
本
殿
・
分
教
会
共
に
、
同
じ
予
定
で
す
。

★
三
日（
日
）の
御
伺
は
、
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

尚
、
ご
不
明
の
点
は
社
務
所
迄

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
喪そ

う

　
葬そ

う

☆ 

十
一
月
十
二
日
に
、
静
岡
県

函
南
町
に
お
住
ま
い
の
菊
川

祥
子
様
の
御
主
人
、
義
雄
様

が
、
八
十
五
才
で
帰
幽
さ
れ

ま
し
た
。

菊
川
家
の
御
遺
族
の
方
々
に

は
、
慎
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
み
た
ま
様

の
御
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。


